
会議の開催結果

令和４年９月８日

件 名
第５回

桜島地域における義務教育学校整備検討委員会
事務局

教育委員会

管理部

学校整備室

日 時 令和４年９月６日（火） １８時３０分 ～ １９時３５分

場 所 桜島公民館大研修室

出 席 者
桜島地域における義務教育学校整備検討委員会委員  ８名（欠席６名）

桜島地域における義務教育学校基本・実施設計プロポーザル審査委員長

市出席者 管理部長、教育部長、学校整備室長、ほか

会 次 第

１ 開会

２ 基本・実施設計業務委託に係る公募型プロポーザルについて（報告）

３ 「校名」の作成方法や選定基準について（協議）

４ その他

５ 閉会

主な意見等

●基本・実施設計プロポーザルの報告について

・二次審査（8月 29 日）にて、一次審査を通過した4 者を一般公開でプレゼン審査し、

下記の 2 者を選定。9 月中に契約締結し、順次ワークショップなど開催していく。

候補者…一級建築士事務所大西麻貴＋百田有希/o+h

次 点…日総建・みのだ共同企業体

・プロポーザル審査委員長が、選定理由などについて説明。

分棟式という建物の独自性や、地域との一体となった「学び」の形成を目標に据えて

いる点などを、特に高く評価。

（委員意見）

・特別支援学級の配置場所等について学校の先生方から聞かれるが、どのようになるか

→教職員にも話を聞きながら、柔軟に対応していく。

・木造の屋根になっているが安全性は大丈夫か。

→耐久性の高い木材もあるので、安全性を高める対応をしていくと思われる。

・廃校利用についても言及があったが、設計者がまちづくりもやっていると聞いている

ので、島全体のトータルコーディネートをするような体制を構築できないか。

→今後検討していく

●「校名」作成方法・選定基準について

・事務局案をベースに、作成方法や選定基準の基本方針について協議。

・「全国公募」とし、「児童生徒や保護者、地域住民などに親しみやすく、広く受け入れ

られやすい校名」を募集することが決定される。

（委員意見）

・全国に広げる必要はないのではないか。

→桜島の義務教育学校を広くＰＲできることや、県外の島内出身者が参加する機会に

なる。

・設計も良い結果になったので、広く全国に公募してほしい。

●その他

（事務局連絡）

・9 月 8 日（木）に、制服・運動服についての意見交換会を開催します。


